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惣蕩型凍服原型のﾉ句コよﾉによるﾌ、O7'ラ$ =jﾌﾞにっいて（λ）
日本女大裁攻ﾉ1、口登o新輝代

被　服　147

　m的　沸3TR大会に勿いT、ポゲw ■^ｴ)レそ面罵舶物左モデル七し、これ右禍かせ

るフロ？つA吉つくり、休型寸衷左入力寸ることによ。て、再是阻のある嶺人の叡為型尊

MM型の製－左仔うことが？き七､こヒ左発表した。今回はヽより人准に適ﾉをヽし馳個人の斂

蕩型被服原・竃求めるたJO、元アル拓の力去と｡、体型寸去り計M匯り改負を行信っ化ので

々り僻掴について報告寸る。
　力汰　④、モデリレ徊の力法の改良点tﾎ、肩部冷及ぴ了－ム亦りﾚ都分と嘔ぶ都疸7ヽ･わる。

肩先点は、A'スト対イントカXら肩線の吟心点までり長さ左xjり嶺に加えマ、肩線り今に点

ｔ求める。次に、吋の肩線の'f に点と.ﾆ5/3ルギー訃ツクポイこノトと、肩線の長さ力いう肩

先点左仮に大脳次いで、肩ダーツ角左求めて回転さ-tて、肩先点志求める。了一人六－

ん池線は、前回発表し刄N式・P式右利用しそのや値.P循は仮吏した:。脇点は. ノぐス

1ヽポ・イントカ喝蔵^までり長さ岩入iJ膚に加えて、そり長さと脇絲の長さから脇ふ右次め

る。②、准型寸去の計測まの改良点は、爆発の気胞に影孝之ﾌhにくいぷうにふ計丿哺乙計

測できる綱§哉測簒と、人鼻に畜、了知=孵竃形鳶しながら計測？･ざる顛形計測臭書糾伸[j

て衡創しれ。③、弗図しも准λの恒蕩･型被服原型凱ら、佃人.</ﾌ曽遍型被服左製雅し、-¥の

瘍/^収左調々乍。
　鵠果　モデ)し化の力法と、４型寸蔵の訓測ヨ､左改哉々るこヒによｰ、可、前邑におい刊辱

t5お゛E曾湊登雑駁－型よりも鐙洽象の友い包^型瀦吸晟型右頑ろこと斌？き乍。

B 86 A"-ﾉす)レコンピュータによる衣服原型の自動製図に聞する研丸

京都幸大良玖　O 畠山絹江　貴家美保3-

　目的　被服構成業実習における衣服原型の製図･3、各個人の身体計剥値をiとに, それ

ぞれの製図宏に＆とづきパ<^ －ン１ｲ乍成している．お研呪で｀は、ﾉ＼°－ヽﾉすjレコンじ゜a- -?

を利用して衣服原型を自動製図させるヽノフトウエ7 ーを作り教有の場で有効に利明寸石こ

とを試みfz．

　一月法　使用したﾉヽ?－ヽノナ1しコンピュータはFM－11て≒　こ戯にΞニフロヽソピディスクユ

ニ　ット, fiうーデスプレイ、フ・リンタ、X －Yプロヽソy (Aろサイr)のシステム構成で

ある．原型は畠山式原型と普及.率の高い文化式、ドレメ式の三漣である．プa ワラムの設

計についてはコンビ・ユー9 グラフイ　ッワ機能を便って、原型を画面表示させると共に, 出、

力した画面のパ9 －ンを確認ヽI た撞、実寸大でχ-Yフ・ロヽソ９に出､カーさせる応ま乙した．

プ□ rラムの作成か慢は、①間題の理解、くDT)レコ゛リズムイヒ、(Dフロ一手v一卜の詐成、

④コーディング゛、⑤プ□ rラムの子ストラン、⑥ヂバヽ、ﾌﾞ. ⑦兇成、Rプログラムマニユ

ア/レの作成である．庶型製図における前後衿ぐり、7ーム水一?レ, 楠山、袖口などの曲槽

部介の描画は、円弧坤楕円弧．ろ次スフ・ライン曲線･jごのサアlレー手ンｔ作り製図させ･だ．

　結果　?- Vナ?レコンピュ一9 を利岡して衣服原型く7)自動製図が出来るソフトウェアー

を作成したが、短時間で正雄な原型１製図うることが出毫た．3 re身休計渕値や、？9 －

ン計刑値の入力によ0 -度画面に出力^^せてバ'ターン確認､を行ってがヽらX－Yプロッ９に

出力させるﾗ^漓は良好であっ化．疲tでの池團は．学生が原型製図t理解しfこ.:;て刹用'す

ることがよう効果的である巳刄われる．


